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大阪府後発医薬品安心使用促進事業について

一般社団法人　岸和田市薬剤師会
副会長　杉浦  恵美

　平成 31 年度大阪府後発医薬品安心使用促進事業が岸和田市薬剤師会に委託されました。大阪府全域

でも患者さんに説明するパネルを作成して後発医薬品使用促進に取り組んでいます。説明用パネルは大

阪府のホームページ（以下のアドレス）よりご覧になれます。

http://www.pref.osaka.lg.jp/yakumu/generic/jigyo.html#paneru

　前年度は泉南薬剤師会と門真市薬剤師会において実施され成果がありました。

大阪府はジェネリック医薬品の使用割合が全国平均より低く、都道府県別 43位となっています。

全国的に使用割合は上がってきているので 75.1％でも 43 位（全国平均 77.7％）です。43 位には更な

る努力で使用割合を上げる余地があります。行政、医師会、歯科医師会、薬剤師会、患者がこの状況を

理解し、ジェネリック医薬品を正しく理解し、正しく伝え、正しく受け止め、ジェネリック医薬品の使

用促進に邁進しなくてはなりません。

　ここで大阪府のなかで岸和田市のジェネリック医薬品使用割合は、平成 31 年 3 月に保険請求のあっ

た資料１で示したように 42 市町村中 20 位と中間位です。今回の取組で少しでも順位が上がれば、「行

動を起こせば使用割合が増えることの証明」になるのではと頑張っています。

　以前からジェネリック医薬品使用促進が言われているため、すでにジェネリック医薬品に変更しきっ

ている！今更変更できるものがない！と今まででも十分に頑張って変更をしてきた薬局にとってはなか

なか成果が出せないものになっています。ただ今回の報告は今まで先発医薬品を使用していた患者さん

がジェネリック医薬品に変更になったときは当然ですが、はじめてその成分の医薬品を使う方も報告対

象者になっていますので、どこの薬局にも協力していただけると思います。

　この事業を実施するためには地元医師会・歯科医師会の会員の先生方のご協力が不可欠であり、大阪

府の方と説明とお願いに伺いました。医師会用・歯科医師会用・薬剤師会用の患者さんにわかりやすい

ようにポスターを作成し待合室等に掲示していただいています。

　令和元年 7月 8日から岸和田市薬剤師会の会員薬局で事業を開始しました。

　患者さんが持参された処方箋に一般名または先発医薬品名で記載があれば対象となります。
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手順としては、

１．以前、ジェネリック医薬品への変更を断られた方には大阪府後発医薬品安心使用促進事業で府や国

　が変更を推進していることをポスターやパネルで説明してご理解をいただく。

２．変更した医薬品についてお薬手帳にシール（資料２）を貼り、患者さんに次回の診察までに書き込

　んで処方元の医師・歯科医師に見ていただく。

３．フォローアップ調査票（資料３）の作成を始める。

４．次回来局時に変更したジェネリック医薬品について使用状況を確認しフォローアップ調査票を仕上

　げる。

　フォローアップ調査票は１ヶ月分をまとめて次月１０日までに岸和田市薬剤師会を通じて大阪府に提

出します。令和元年 12 月には岸和田市薬剤師会で会員薬局に途中経過のアンケート（資料４）を実施

しました。このアンケートの結果や途中経過を令和 2 年 1 月 19 日に「令和元年度　医療安全・在宅医

療推進のための研修会」で中間報告をしました。目立ったアンケート結果として、「ジェネリック医薬

品の推進に障壁となる事柄は何かありますか？」の質問に自己負担がない患者さんは興味を示さない。

　「ジェネリック医薬品に切り替えた後に、先発に戻った事例はありますか？理由はなんですか？」の

質問には、貼り心地が違うからとの理由で湿布などの貼付剤が先発医薬品に戻ったと複数の薬局が回答

しました。３月以降になりますが処方元の医師・歯科医師にもお薬手帳を見ていただいたときの感想等

のアンケートをお願いする予定です。この事業は令和 2 年 1 月変更分で終了となりますが、これをきっ

かけにはじめてジェネリック医薬品を使った患者さんや、ジェネリック医薬品への変更を勧めやすく

なった薬剤師がジェネリック医薬品の積極的な使用を継続していければと思います。

調剤医療費(電算処理分)の動向 ～平成30年度版～ 
府内市町村別 後発医薬品割合 (H31年3月分) 資料１
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業にこれまでご協力いただいてきた横浜市総合保健医療センター 有山良一先生、国際医療福祉大学大学

院 渡辺俊介教授、神奈川県立健康福祉大学 坂巻弘之教授にも駆けつけていただきました。

　加えて、業界団体からも多数のご出席をいただくなど、総勢241 名のご参加を得て、和やかな雰囲気の

もと、高田浩樹副会長による中締めを経てお開きとなりました。

資料 2

資料 4

2. 新年賀詞交換会
　引き続き新年賀詞交換会を開催いたしました。冒頭、澤井光郎会長の挨拶に続き、「ジェネリック医薬品

の将来を考える会」会長の衆議院議員 上川陽子先生、厚生労働省医政局経済課 林俊宏課長、日本薬剤師会 

山本信夫会長よりご来賓祝辞をいただきました。

　その後、ご臨席の国会議員の先生方やご来賓の方々にもご登壇いただき、日本製薬団体連合会 宮島俊彦

理事長のご発声で乾杯が行われ、来場者の歓談が始まりました。

　歓談の途中には、「ジェネリック医薬品の将来を考える会」顧問の逢沢一郎先生、副会長の北村誠吾先生、

副会長のとかしきなおみ先生、幹事長の藤井基之先生、幹事の冨岡勉先生、事務局長の山田美樹先生、事務

局次長の大隈和英先生、事務局次長の本田あきこ先生よりお言葉をいただきました。また、同会幹事の江島

潔先生、幹事の石﨑徹先生、幹事の三宅伸吾先生にもご臨席を賜りました。

　さらにご来賓として、厚生労働省より医薬・生活衛生局の樽見英樹局長、MEJ（Medical Excellence 

JAPAN）の近藤達也理事長、PMDAの藤原康弘理事長を含む多くの行政や関係団体の方々や、当協会の事

資料 3
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